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一 般 質 問 通 告 書          
 

第 508 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 特定検診に眼科検診を加え受診率を上げることについて。 

 生活習慣病の対策として特定検診（メタボリックシンドローム検

診）が 2008 年から実施されているが、政府の目標受診率 70％に対

し 2018 年度の受診率が 55％、市町村国保の受診率は 38％と低い。 

厚生労働省研究班が、2019 年度特定検診に眼科検診（眼科専門の

医療機関での精密検査）を組み合わせた自治体の調査で 7.4％受診

率アップの成果があったとの報告があります。特定検診受診率向上

を目指す事と緑内症が 40 歳以上で 20 人に 1人、70 歳以上で 10 人

に 1人と増加しているデータがあり、特定検診に追加する事で早期

発見、早期治療につなげないか、見解を伺う。 

（資料沖縄タイムス） 

  

２ 観光防災強化事業について。 

観光避難民に対応するため、食料、飲料水、毛布、災害用トイレ

の備蓄及び避難誘導看板の設置等防災力強化に取り組むとあるが、

進捗状況を伺う。 

（１）令和元年度～令和３年度までの年度別事業概要と対象人数、

設置場所、備蓄項目、数量等。 

 

 


